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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・経過録の作成に関して報告していないスタッフは本日中に小嶋まで報告をお願いします。
・次月分の勤務表を各フロアに配布した為、自分の勤務について確認をし、訂正があれば早急に申し出てください。
・3月分のプログラムテキスト提出期限は2/23(木)。遅れないようにしてください。
・弥生祭りの企画書の提出期限は2/15（水）まで。

・リハビリテーション評価のすり合わせが終わった方の評価用紙は小嶋まで提出してください。

＜利用者様情報＞
デイケア

・松倉　健一様～医師との面談時間前に移動しようとしており、約束の時間まで1時間以上あるため待つように説明するが、無視して移動を始めている。八戸赤十字病院の受診予約について尋ねると「まだ」と答えており、何度も受診予約をするように伝えているが行動に移すことができていない。母様に連絡をし、最近のデイケア内での様子や病状（壁やカーテンに話しかけている、角を曲がる際に変な動きをしている等）を伝え、服薬について確認すると、「飲むように言ってるんですけど、飲まなくて」と話している。八戸赤十字病院より青南病院に通院先を変えることのメリットを伝えると、「何か特別なことが必要ですか」と質問がある。転院となるため紹介状が必要であること以外は特別変わりは無く、薬の管理も簡単になることを伝えると、健一様に話してみるとのこと。午後に、担当スタッフ（馬場）から本人に転院について説明をしていく。

・淡路智恵子様～担当スタッフ（小嶋）に「65歳になったら老人ホームに入るとして、それまでの間青風荘に入ることはできませんか」と質問をしている。そう思った理由について「夜中の2時と4時にトイレに起きて煙草を吸ってしまう。青風荘に入ったら煙草が吸えない環境になるからそっちの方がいいと思って」と話している。青風荘に入ることで、デイナイトケアに移行することや、土日に自由に行動することが難しい等の生活行動・範囲に制約ができる可能性があることを伝える。今の環境で、できることは自分で行い、自由を楽しんだほうが良いのではと伝えると、「そうですね、わかりました」と言い、立ち去る。定期的に、グループホームを出たい、一人暮らしをしたいと訴えることを繰り返しているため、その都度本人が納得できるように都度説明をしていく。

・二川目健治様～最近、作業療法の時間に作業に集中出来ていない様子が窺え、就労している人との会話が増えている。給与について気にしている発言が目立ち、仕事を選ぶ基準も給与が最優先事項であることが考えられる。特定相談員や今後利用する施設側からの情報によると、作業に集中する時間が短いことや、自身の能力を高く見ている様子が窺え、現状を正しく把握出来ていないことが考えられる。デイケアでは、仕事についての大変さを共有しながら、自身の能力について自覚できるようなアプローチが必要であると思われる。よって、今後かかわり方について関係機関とも情報共有をしていく。

・清水　泰雅様～最近昼食にカップラーメンを食べていることが多く、「お金がないから」と話している。本日はカップラーメンとパンを食べており、食事バランスが悪い。金銭面について、いつお金が手元に入ってくるのかが不明である為、まずは担当スタッフ（藤田）が金銭面について確認し、お金の使いかたについて検討していく。

・繁名　和恵様～午前中に「チマタが痛い」と言い静養室を利用し休んでいる。15分程横になると、病院受診と早退を希望している。どこが痛いのかを聞くと、尿道と肛門の間が痛いと話しており、会陰を指しているようである。本日デイケア終了後に麻美レディースクリニックを受診するとのこと。受診結果について連絡をもらいたいことを伝えると、「わかりました」と話している。主治医と話し合い、木曜日がデイケアの利用日でなくなってからも病院受診や体調不良を理由に欠席する傾向が続いている為、関係機関と対処方法について検討していく。

・野月　利章様～プログラムが始まる前にデイケアで食事を摂っている。青山荘で食事を摂らなかったといい、「今日パンだったけど、小麦アレルギーで食れなかった」「席がない」と理由を述べている。プログラムが始まってから食事を摂っている為、青山荘で食事を摂ってくるように伝えている。事実かどうかが不明である為、青山荘に情報を確認する。

デイナイトケア

・奥山以依子様～青風荘からの情報によると、昨日消灯後にもホールに居た可能性が高かったとのこと。先週ボールペンに固執していた辺りから行動面での変化が見受けられるため、病状の変化に注意しながら関わっていく。

・鈴木真知子様～昨日夕方時にも落ち着きが無く、17：30頓服薬として処方されているリスペリドンを服用している。＜何の薬ですか＞と質問するが、説明で難なく服用できている。帰荘時にも青山荘側に行こうとすることや帰荘後に長姉に電話を掛けていたりと行動面での変化が見られる。本日のデイナイトケアでは、表情は昨日より良く、チラシを見たり窓側を向いて過ごしている。所在の確認を徹底し、本人の思いは汲むことができるように対応していく。また、昨日と同様の事故がおきないように、スタッフ・椅子・テーブルの配置を午後から変えていく。

・倉橋　生子様～昨日、食事準備を手伝っている際に、突っかかるようにスタッフに話し掛け、夕方には鼻歌が聞かれ、病状が動いている様子が見受けられた。また、夕食は食べずに下膳しており、「当番の仕事もできない」と話していた。青風荘からの情報によると、小笠原富治様に関する発言から、男性居住スペースに立ち入っていることが考えられ、指導をしたとのこと。他者への干渉や気分の波が引続き見られ、服薬の変更が関係していることが考えられる。他者とトラブルとなる可能性も十分に考えられる為、精神症状の観察と適宜介入をしていくこととする。

・津嶋イチ子様～青風荘での朝の血圧測定で、低値（84/53mmHg）を示していたとのこと。デイナイトケアでは不調の訴えはないが「眠い」と話している。午後に血圧を測定し、不調について確認していく。

・千葉　輝夫様～デイケア利用者様から千葉様が普段乗っているバスに乗車していなかったとの情報がある。次のバスに乗車したと思われるが、青陽館まで自力で辿りつくことができず、青明舎から電話があり「千葉様と言う方が青陽館はどこですか」との質問があったと情報がある。青明舎スタッフが＜どこからきたのですか＞と質問をした際に「八戸から来ました」と言い、やや会話の噛み合わなさがあったとのこと。無事に青陽館に来所しているが、本日は雪が降り景色が変わったことが関係しているのではないかと思われる。雪や風雨で景色が変わった際は所在の確認や来所時間に注意していく。

ナイトケア

・下妻　康貴様～腰部の痛みについて質問すると「痛みのピークは終わって、少しずつ良くなってきてるよ」と話しており、痛みは軽減してきているとのこと。「明日仕事だけど大丈夫かな」と話す為、無理せず様子をみながら仕事に取り組むことと、痛みが悪化するようであれば職場の人とも相談し、対応を検討していくよう促している。

・八木橋牧雄様～10：15、うみねこ幸房からの情報で八木橋様が無断欠席しているとの情報がある。自宅を訪問すると眠っており、寝起きの表情で「外来は12時でしょ？」と話している。本日は金曜日であることを説明すると、ハッとした表情になり、「あらら…」と言う。うみねこ幸房に連絡をするように伝え、退室する。部屋の状態は床が汚く、掃除がされていない状態であった。酒瓶などは一切なく、冷蔵庫の中にもアルコールはない。

＜外来情報＞

・川村　享　様～体重67.8kgであることを報告している。服薬について聞かれると、八戸赤十字病院から処方されている薬はきちんと飲んでいますと報告をしている。

・上村　啓祐様～眠れない日が増えてきたとのことで、ルネスタが頓服で処方となっている。

・松倉　健一様～八戸赤十字病院に行かない理由を聞かれると「寒いから」と話している。青南病院に転院することについて提案されると拒否し、「来週必ず受診します」と話している。医師より皆に迷惑がかかるため、受診をするようにきつめに指導されている。

カンファレンスシート（澤口　利香　様）　

実施日：H29年2月10日（金）13：00～13：30

担当チーム：石渡、藤田、戸賀沢

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	澤口　利香様
	性別
	女
	年齢
	23
	生年月日
	H5.1.26

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	いずれ一般就労をしたい。

	家族希望
	不明。

	入院歴
	計1回（最終：H28.9.20～H28.9.27）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.14～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅（家族と同居）
	家族構成：母

	利用制度
	障害基礎年金申請中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

小学3年生の頃から腕を噛む等の自傷行為がみられていた。高校2年生で中退し18歳で上京（仙台）。この頃より注察妄想、幻聴が出現し、希死的発言有り。本人が精神科受診拒否した事から受診歴はない。21歳で帰省。市内の精神科へ受診にいくも断られ、インターネットにてデパス、ジェイゾロフトを購入していた。H28.5.15より、幻聴・妄想様の発言が活発にあり、母様付き添いにてH28.5.16当院初受診。入院の必要性があることから東病棟Dユニットへ任意入院となる。



【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	一般就労に向けて身体管理・生活管理をできるようになる。
	①服薬の必要性を理解し、処方薬を服用できる。
	①処方薬を服用しているかスタッフから確認を行う。その際に現状を伝えることができる。服用ができていない際は振り返りを行い、原因や対処方法について話し合う。
	①処方薬を服用しているかスタッフから確認を行う。服用していない際は原因を振り返る。その上で自分にあった対処法を検討していく。服用ができている際は評価を行い、行動の強化に繋げる。



	
	②体力の向上のため、運動プログラムへ参加する。適切な量の食事を摂れるようになる。
	②運動プログラムへ参加し、充実感や達成感を得ながら体力の向上を図る。食事の内容をスタッフが確認し、過食や栄養不足にならないよう必要に応じて振り返りを行う。
	②運動プログラムへ参加した際の感想について尋ねる。肯定的な感想がきかれた際には評価し、次回へ繋げることができるように関わる。反省が聞かれた際には、出来ている部分を伝え意欲を保てるようにする。食事の内容を確認し、栄養バランスに偏りのないよう助言を行う。



	
	③ストレスがある際は、衝動行為を起こさず対処できるようになる。
	③ストレスの対処方法について理解を深める。悩み事がある際はスタッフや他者へ相談が出来るようになる。
	③悩み事についてスタッフから尋ねる。その上でストレスの対処方法について考え、実践できるように支援をする。自発的に相談があった際は傾聴し、相談があったことを評価していく。



	
	④生活リズムの安定の為、デイケアに定期的に通う。
	④睡眠時間・起床時間を決め、守ることができる。
	④睡眠時間・起床時間を決め、目標を立てる。スタッフは時間について確認を行い、実践ができている際は評価し行動の強化に繋げる。不十分な際は対策を考え、再度実践をしていく。


【検討内容】目標の設定

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①処方薬を服用しているかスタッフから確認を行う。その際に現状を伝えることができる。服用ができていない際は振り返りを行い、原因や対処方法について話し合う。
	・H28.11.14から利用開始。
・処方薬は服用することができていると報告をしている。母様と喧嘩後に過剰服薬（頓服薬を過剰に服用する）をしがちである。ネットで薬を購入することはないとのこと。
	・服薬状況についての確認は引続き行っていく。

	②運動プログラムへ参加し、充実感や達成感を得ながら体力の向上を図る。食事の内容をスタッフが確認し、過食や栄養不足にならないよう必要に応じて振り返りを行う。
	・運動プログラムへは積極的に参加しており、気分転換になる・スッキリすると笑顔で話している。本人にとってのストレス発散方法となっている様子がある。食事は自宅で過食嘔吐をすると話し、デイケアへ昼食を持参しない時期もあった。現在はスムージーを持参し摂取している。体重が減少すると喜んでいる様子がある。
	・運動プログラムへの参加は引き続き行っていく。食事に関しては、少しずつ摂取可能となっているが今後も見守りを要する。

	③ストレスの対処方法について理解を深める。悩み事がある際はスタッフや他者へ相談が出来るようになる。
	・現在は革細工と運動をストレス発散の方法としている。スタッフへ相談をすることもあるが、自分から話すことが少ない。
	・ストレスの発散方法として革細工と運動を挙げているため、今後もストレスのある際は興味のある活動へ意識を向けることができるよう行動を強化していく。スタッフから生活状況について確認し、相談をするきっかけを作っていく。

	④睡眠時間・起床時間を決め、守ることができる。
	・現在はデイケアに時間通りに来所し利用することができている。
	・生活リズムは安定しているため、デイケアへの定期的な来所を目標としていく。その上で生活リズムの安定を図れるよう対応をしていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	一般就労に向けて身体管理・生活管理をできるようになる。
	①ストレスの対処方法について理解を深め、自傷行為や衝動行為がなく過ごすことができる。
	①ストレスを感じた際や、ストレスの原因となるものを感じた際に、自分の興味のある活動を通してストレスを解消できる。
	①自分の興味のある活動でストレスの解消を行っている際は、自分で考え対処できていることを評価し行動の強化に繋げる。

	
	②来所日以外も安定したリズムで過ごすことができる。
	②デイケアに定期的に来所し、プログラムの時間を守り過ごす。
	②デイケアに来所したこと、プログラムの時間を守り過ごすことができたことを評価し行動の強化に繋げる。利用日以外でもストレスの対処として来所した際にも評価を行う。

	
	③過剰服薬なく過ごすことができる。
	③処方内容を守り服用をする。
	③服薬状況について確認を行う。処方薬を服用しているか、ネット等で薬物を購入していないか確認し、正しく服用ができている際は評価を行う。














